
評価基準表（別記）

　　　　令和８年度大分県及び市町村のDX人材育成支援業務委託　

No 評価項目 配点

1-1 定量ゴールの設定 5

1-2 アセスメントの実施 10

1-3
幹部層向け
トップセミナー

10

1-4
管理職向け

研修及び伴走支援
15

1-5
高度専門人材向け
研修及び伴走支援

15

1-6
DX推進リーダー向け
研修及び伴走支援等

15

1-7 実績報告書等の作成 5

2-1 実施スケジュールの妥当性 5

2-2 5

2-3 5

企画提案点合計 90

10

評価点合計 100

※各審査委員の合計点の平均が6割を満たない場合は選定外とします。

・仕様書の内容と整合性がとれているか。
・その他、実施における工夫や追加提案があるか。

評価基準

・組織的なDX人材育成に関する知見は十分か。
・提案内容を裏付ける類似業務の実績やノウハウの蓄積がある
か。

県及び市町村との調整や個別事業内容毎の実施体制が十分か。

スケジュール、人員、作業手順など、事業の確実な実施が可能な計
画となっているか。

価格点＝（提案価格のうち最低価格／自社の提案価格）×満点（１０点）
【小数点以下切捨て】

１　事業内容及び実施方法

２　実施体制

実施主体の事業遂行・
管理能力の妥当性

・仕様書の内容と整合性がとれているか。
・研修内容等は実務と紐づけるための工夫がされているか。
・伴走支援工数は適切か。
・講師や伴走支援者は自治体業務に関する知見を有しているか。
・求める人材像につながる提案となっているか。
・その他、実施における工夫や追加提案があるか。

定性的なゴール（ありたい姿）を踏まえ、その実現に向けた挑戦的
なゴール設定となっているとともに、その実現可能性があるか。

・仕様書の内容と整合性がとれているか。
・その他、実施における工夫や追加提案があるか。

・仕様書の内容と整合性がとれているか。
・講師として適した人材を提案しているか。
・求める人材像につながる提案となっているか。
・その他、実施における工夫や追加提案があるか。

・仕様書の内容と整合性がとれているか。
・研修内容等は実務と紐づけるための工夫がされているか。
・伴走支援工数は適切か。
・求める人材像につながる提案となっているか。
・その他、実施における工夫や追加提案があるか。

・仕様書の内容と整合性がとれているか。
・研修内容等は実務と紐づけるための工夫がされているか。
・伴走支援工数は適切か。
・講師や伴走支援者は自治体業務に関する知見を有しているか。
・求める人材像につながる提案となっているか。
・その他、実施における工夫や追加提案があるか。


